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京
風の肱一一 水泳学校(神伝流)

大
洲
に
伝
わ
る
「
神
伝
主
馬
流
し
を

普
及
、
伝
承
す
る
た
め
「
大
洲
水
泳
学

校
」
が
、
七
月
二
十
七
日
、
肱
川
橋
下
の

河
原
で
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
雨
の
影
響
で
、
開
校
が
約

一
週
間
遅
れ
ま
し
た
が
、
米
沢
康
宏
君

(
大
洲
小
六
年
)
ら
約
七
十
人
の
子
供

た
ち
は
元
気
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

当
日
に
は
、
竹
田
千
尺
さ
ん
に
よ
る

神
伝
流
の
式
泳
H

真
行
草
刈
が
披
露
さ

れ
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
ま
っ
た
く
泳
げ
な
い

子
か
ら
か
な
り
泳
ぎ
の
う
ま
い
子
ま
で

さ
ま
ざ
ま
、
能
力
別
に
五
班
に
分
か
れ

て
泳
ぎ
の
う
ま
い
班
で
は
、
神
伝
流
の

基
本
が
教
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
な
か
か
ら
、
神
伝
主
馬
流
の
後

継
者
が
、
た
く
さ
ん
出
て
く
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

今月号の主な内容

o大洲市長寿番付表…..2・3P
O財政事情を公表・・H ・H ・.4・5P

O国民健康保険税率の改正…6P 

O市職員などを募集...・H ・..…7P

O新増築家屋を調査…....・H ・.8P 

09月10日は農業委員選挙…8P

O藤樹まつりを再開...・H ・..…10P

Oカメラスケッチ…・・…・・・…・llP

O休日急患診療・・……………・12P



広報

ちも
昭和62年9月1日

脅事
おおず

90歳以上の人は六湖毎暴露魯僧義

25人

七
月
十
七
日
現
在
、
大
洲
市
で
九
十
歳
以
上

の
人
は
、
百
二
十
五
人
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
て

十
九
人
増
え
ま
し
た
。

百
二
十
五
人
の
う
ち
、
男
性
は
三
十
九
人
、
女

性
は
八
十
一
人
と
な
っ
て
い
て
女
性
の
数
が
、

男
性
の
約
二
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
百
歳
以
上
の
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
は
、
有
友
ム
メ
力
さ
ん
(
菅
田
、
明

治
二
十
年
三
月
十
七
巴
生
ま
れ
)
が
百
歳
で
市

内
の
最
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政雄

97歳

松岡
上須戒

横

綱有友ムメカ

田 100歳戸『
田

大
関 村本音五郎喜多山 97歳

木 99歳柚ユキエ木植

木 95歳雄市尾房高谷 97歳 l関脇新、、、ス岡袖

夫柏

太平

道蔵ハ[93歳

雄西大洲 92歳

清 野 95歳

木 94歳

水久右衛門平

朝

新

田平
一
東
一
岡
一
上
一
翼
一
城
一
北
一
山
↑
大
一
吉
一
菊
↑
松
一
矢
一
山

地
一
岡
一
野
一
内 書
一
薫
一
鶴
一
久
↑
忠

保

野

照

時

口
口口

駒太郎菅

武雄若

艮偉I八多喜 92歳

寅青新

太郎大

政重稲

敬

野 94歳

本
一
村
一
鍋
一
戸 •••••••••••• 
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村 92歳

回 92歳
番付以外で

宮 92歳J [1 

90歳以上の人本

野 谷 92歳
坪前城北重久土高

洲 92歳田

祐八多喜 91歳

章若

延五

秋新

雄新

衛菅

愛森

九
十
三
歳

田田戸

ス
ミ
エ
(
田

ト

メ

(

菅

ヨ
シ
ヲ
(
平

土也田口

谷 91歳岡

谷 91歳田

田 91歳

谷
一
一
池
一
一
久
一
滝

木 96歳|小結

頭
頭
一
'

前
範

7
2
一0
3
一
L
一ク
5
一。
6

一。
7
一ク
8
一
G
一会一

4
一
ク
ロ
一
台
7
U
7
日
一
元
一
台
一
元

歳
一
歳

「
h
d
一
「
h
u

qJ
一

q
d

洲
一
木

柚

大

スヱヨ

ミカノ

美

宮

下
一
野

松
一
大
一
中

文市

東宇山 95歳

柚 木 95歳

コチエ

ヨシノ

中八縄 95歳

田 94歳

川 94歳蔵キヨミ

タネヲ 木 94歳袖

田

宮
一
岡
一
上
一
山
一
頭
一
川

藤

戸宍
目

沢 94歳相Hミヤノ

津 94歳米マサエ田 九
十
二
歳

川同保居村

ミ冨フリ菊
ツ士
エ子ヨカ枝

市市菅八中
多

木木田喜村
草八多喜 93歳

東宇山 93歳タカエ野
一
好
一
野

森田歳f事ミチヨ

二
一
増
一
村
一
西
一
兵
一
大
一
森
一
泉
一
大
一
村
一
船
一
東
一
矢
士
三
大

フクヨ

トラエ

積 91歳

宮 91歳

郎 91歳

洲 94歳

口 94歳

里'y94歳

木 94歳

大

平

子市

子回

カツヨ

信
一
千

ヤ!¥ 

初隅
一
上
一
先

都西松冨上都神辻久品小
久

築村保永野合谷川保田西

山 91歳

藤三石祖二大長大吉高白山森石西谷池佐去中新
母

津好白井宮野岡野田橋木内山河山本因子里子岡田

回 93歳菅チトセ

フ
ミ
エ
(
菅
田
)

ス
ミ
エ
(
市
木
)

ミ

ヨ

(

菅

田

)

タ
ケ
(
常
磐
町
)

ユ

キ

(

田

口

)

イ
サ
ミ
(
中
村
)

ハ
ツ
エ
(
成
能
)

ト
キ
ヨ
(
成
能
)

恒

美

(

菅

田

)

ム
メ
ヨ
(
田
処
)

タ

ミ

(

菅

田

)

九
十
一
歳

可貞オ象官吉アウツヨムツ喜ヨヤヤミヨアシビ
ト太 ツ ヤシマ子代シクスツシサズナ

祝夫リ郎衛衛ミラノヲヨヨせエヨノエエノエヨ

喜松梅若菅徳菅新大柏中田市森五平新徳五蔵田
多
山尾川富田森田谷洲木村口木山郎里子谷森郎川口
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おおず広報

尾河中白森坂西岡森金山滝酒村田石鈴森大祖菅井

口茂本野井上中間木久谷宇野本 九
十
歳

中野岡石本本山

ト
シ
ヲ
(
中
村
)

マ
リ
コ
(
田
口
)

英

雄

(

春

賀

)

キ
ヨ
ヲ
(
大
洲
)

花

代

(

徳

森

)

又

治

(

春

賀

)

渡
喜
衛
(
田
口
)

テ
ル
ヨ
(
中
村
)

高
衛
(
東
宇
山
)

ヒ
サ
コ
(
春
賀
)

ツ
タ
エ
(
森
山
)

シ
ケ
ル
(
若
宮
)

定
(
蔵
川
)

フ
ジ
エ
(
新
谷
)

マ
ツ
ミ
(
柚
木
)

芳

友

(

五

郎

)

篤

七

(

春

賀

)

カ

ウ

(

新

谷

)

林
治
(
上
須
戒
)

キ
ミ
エ
(
田
処
)

サ
カ
エ
(
平
野
)

長

見

(

阿

蔵

)

松石平武出井松今清槍屋漬宇石芳篠米三西
士也

永村田田合上井岡中田岡田津村我原岡瀬山

キ
ク
エ
(
市
木
)

通

告

(

五

郎

)

晋

一

(

中

村

)

イ

ソ

(

菅

田

)

幸
(
米
津
)

吉

春

(

五

郎

)

マ
ス
エ
(
上
須
戒
)

福

見

(

若

宮

)

キ
ク
ヨ
(
柳
沢
)

カ
ネ
子
(
五
郎
)

サ
ツ
キ
(
八
多
喜
)

雅

恵

(

田

口

)

義
雄
(
常
磐
町
)

カ
メ
ヨ
(
平
野
)

ミ
ド
リ
(
菅
田
)

ア
キ
ラ
(
大
洲
)

吉
久
(
八
多
喜
)

フ
キ
エ
(
五
郎
)

ナ
ス
エ
(
田
処
)

八
多
喜
地
区
民
生
委
員

一
郡
安
替
の
お
知
ら
せ

八

多

喜

地

区

民

生

児

童

委

員

の

一

武

知

操

部

が

替

わ

り

ま

し

た

。

⑬

0
5
0
9

新

し

い

民

生

児

童

委

員

は

、

次

の

新

町

、

宇

山

、

家

野

人

で

す

。

(

敬

称

略

)

楠

野

ヨ

シ

子

氏

名

都

築

一

男

⑮

0
7
5
1

電

話

番

号

⑮

1
9
2
1

中
町
、
下
町
、
湯
の

担

当

区

域

米

津

、

河

内

子

、

岩

津

昭和62年9月1日

氏

名

電
話
番
号

担
当
区
域

氏

名

電
話
番
号

担
当
区
域

昭
和
五
十
五
年
に
は
、
一
三
・
三
%
、

昭
和
六
十
一
年
に
は
一
四
・
三
%
だ
っ

た
老
年
人
口
比
率
(
大
洲
市
の
人
口
に

占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
割
合
)

が
、
今
年
は
一
四
・
八
%
と
約
一
五
%

に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
別
表
参
照
)

昨
年
は
、
柳
沢
地
区
だ
け
が
二
O
%

を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
柳

沢
、
上
須
戒
、
大
川
の
三
地
区
が
二
O

%
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
他
の
地
区
で

も
軒
並
み
、
老
年
人
口
比
率
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

日
本
の
平
均
寿
命
は
、
昭
和
六
十
年

に
は
男
性
七
四
・
八
四
歳
、
女
性
が
八

1，150人 15.9 

1，551人 1l.1 

393人 15.8 

320人 J 

577人

313人 J 

244人

556人

214人

403人

185人

地区別老年人口比率(65才以上)

18.9% 

15.9% 

% 

% 

% 

南

it 

里子

南久米

田

肱

日左

平

菅

0
・
四
六
歳
と
世
界
最
高
の
長
寿
国
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
年
人
口
比
率
は
七
十
五
年

に
は
一
六
・
三
%
、
九
十
六
年
に
は
二

三
・
六
%
と
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳

以
上
と
い
う
事
鵠
守
乞
迎
え
る
そ
う
で
す
。

「
人
生
八
十
年
時
代
L

の
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
お
年
寄
り
に
ど
う
接
す
る

べ
き
か
、
ま
た
わ
た
し
た
ち
が
健
康
で

快
適
な
老
後
を
送
る
た
め
に
は
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て

き
ま
す
。
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
ゆ
か
ね

ば
な
ら
な
い
大
切
な
問
題
で
す
。

20.1% 

21.0% 

14.9% 

18.3% 

17.4% 

20.8% 

14.8% 

111 

沢

計隠滅務線孫務磁:ヨ

八多喜

h 

Iゴ

善

上須戒

A 
口

大

相1

新

25% 

- 3 -

20% 

敬

老

年

金

}

三

}
を
贈
呈

マ
フ
ラ
ー
}

1

2

九
月
十
六
日

i
十
八
日

大
洲
市
で
は
、
わ
年
寄
り
の
健
康

増
進
の
た
め
「
敬
老
年
金
L

と
「
マ

フ
ラ
ー
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者
昭
和
六
十
二
年
九
月
十
五
日
現
在
、

大
洲
市
に
引
き
続
き
二
一
ヵ
月
以
上
住

所
の
あ
る
人
で

O
敬
老
年
金
は
、
九
月
十
五
日
現
在

で
満
八
十
歳
以
上
の
人
(
明
治
四

十
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
)

O

マ
フ
ラ
ー
は
、
昭
和
六
十
三
年
コ
一

月
三
十
一
日
現
在
で
満
七
十
歳
以

上
の
人
(
大
正
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
)

V
敬
老
年
金
は
、
次
の
よ
う
に
お
渡

し
し
ま
す
。

日

時

九

月

十

六

日

1
十
八
日

午
前
九
時
1
午
後
四
時
三
十
分

場
所
肱
南
地
区
↓
市
役
所
一
階

ロ
ビ
l
、
肱
北
地
区
↓
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
の
他
の
地
区
↓
各
連
絡

所持
参
晶
印
鑑
、
通
知
の
ハ
ガ
キ

※
マ
フ
ラ
ー
は
、
個
人
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所

援
護
係
ま
で
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
5

15% 10% 5% 



広報おおず 昭和62年9月1日

予算額 106億3，620万円
執行額 108億4，000万円 歳入

大

大洲市長
訪中|
市近 田

と杢".

秋日

予算額 106億3，620万円 の執行額 103億1，554万円

5億9，732万円

員オ51.意6，721万円

1億6，173万円
1億3，672万円

政4i意6，064万円
4i意5，463万円

事10{;意 15万円

9{;意7，780万円

101.意5，617万円 』情10億4，802万円

12億2，337万円

を12億1，373万円

15億 618万円

公
14億3，978万円

表

昭和61年度
昭和61年4月1日~昭和62年3月31日

大洲市財政状況の公表等に関する条例第2条、お

よび地方公営企業法第40条の2の規定により昭和61

年度の財政状況を公表します。

執
行
額
同
凶

予
算
額

h
l〕

H意3，397万円
H章2，575万円

己般会計予算執行状況)

4{;意 856万円

4億6，361万円

2t意 634万円

2億 479万円

5t意7，900万円

5億7，900万円

7j意6，351万円

7{，意5，677万円

16億2，720万円

16億 480万円

17{，意7，962万円

17億1，238万円

30t意: 2C億 101.意 。 。 10億 201.意 30i意;

(市税と市民負担の状況)

市民税 固定資産税 たばこ消費税 電気税 その他
I頁

糾 i持
-軽自動車税

~口、

重量自
-特別土地保有税

言十
-木材引取税

金 額 14i意5，519万円 9億9，470万円 l{意6，117万円 l{;意3，447万円 4，167万円 27億8，720万円

1人当たり 36，638円 25，044円 4，058円 3，385円 1，050円 70，175円

1世帯。 114，907円 78，545円 12，726円 10，618円 3，291円 220，087月

構成比 52.2% 35.7% 5.8% 4.8% l.5% 100% 
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昭和62年9月1日 広報おおず

(公債費釧天沼〕
区分 借入先 件数 現在品 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 140 62億8，856万円 496，569円 158.330円

般 郵政省 42 20i:意4，435万円 161，430円 51.472円
z再b、 その他 55 22億7，903万円 179，961円 57.380円

小計 237 106億1，194万円 837，960円 267，182円

特 大蔵省 9 l億9，440万円 15，350円 4，894円
日リ
郵政省 30 5億2，598万円 41，534円 13，243円止五〉、

計 小計 39 71.意2，038万円 56.884円 18，137円

ム口 276 113億3，232万円 894，844円 285，319円

両有財産の状況)
手重 男リ 面 手責 等 金 害頁

宅地 521. 322ロf 19億 7，598万円

山 キイt 2，816，379 2，268万円

田 畑 99.836 124万円

幸佐平重土也 12.113 447万円

建 物 167.990 98{，意2，913万円

立 木 57，419m' 3億 6，970万円

財政調整基金 9億 9，800万円

国民健康保険財政調整基金 7，126万円

土地開発基金 2億 1，240万円

その他特定目的基金 3，335万円

出 資 金 5.643万円

言十 13億7，144万円

特別会計の

状 況

予算現額

収入済額

支出済額

L 差 ヲl J 

交通障害保障)

援~
768万円

779万円

739万円

40万円

国民健康保険

惑う
25億5，808万円

25{，意 977万円

23億4，854万円

H1意6，123万円ノ

土地取得造成

睦 f

619万円

615万円

615万円。
ノ

(一般会計性質別予算執行荻刃)
その{也
引き2、117ij円
6.0% 

自昭和61年4月1日

昭和62年3月31日

人件費

22億1，265万円
214% 

〔事業会計の状況)

与示どと 総収益 総費用 当期純利益
工業用ぷ道 760万円 532万円 228万円

オて i亘 3億3，524万円 3億 669万円 2，855万円

国長宿舎 8，205万円 8，189万円 16万円

手お F完 15億2，459万円 12{:意6，779万円 2億5，680万円
ーーーー」目白

国保診療所

間
5，017万円

3，382万円

3.361万円

21万円ノ

住宅貸新付築事資金
等 業

宜主
1億 3，026万円

9，620万円

H意3，019万円

乙ご〉 3，3997:] fIj 

「
h
J
V

老 人保健 と 畜 場

国丞話ジhL与
19{意4，036万円 177万円

18{，意7，755万円 164万円

18億 7，906万円 163万円

どさ斗 151万円 1万円ノ

簡易水道

t 
1億 9，429万円

1億 9，413万円

H意9，357万円

5空_2J_B__;

農業集落排水

備
1億 895万円

1億 849万円

H意 849万円 l 。
ノ



昭和62年9月1日おおず

園民健康保険

広報

税率の改正
国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ
の
年
の
医

療
費
が
ど
の
く
ら
い
必
要
か
を
予
測
し
、

そ
の
額
か
ら
み
な
さ
ん
が
負
担
す
る
分

(
三
割
)
と
国
が
負
担
す
る
分
を
差
し

引
い
た
残
額
を
基
礎
と
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

A
7
年
度
も
医
療
費
の
大
幅
な
増
加
が

予
想
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
保
険
税
条
例

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

-・①

-・②

12，800円一…③

世帯別平等割額二一世帯当たり

16，100円・・…④

所得割額三所得割基準額×宣4
100 
45.56 

資産割額三固定資産税額×
100 

被保険者均等割額=加入者数×

①+②+③十④二年税額

以
上
の
①
1
④
の
合
計
が
年
税
額
と

な
り
ま
す
。
年
税
額
の
最
高
限
度
額
は

三
十
九
万
円
で
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
の
税
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
軽
減
額
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

な
ぜ
国
保
税
を
引
き
上
げ
る
の
か

大
洲
市
の
国
民
健
康
保
険
税
が
、
平

均
で
四
・
八
%
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
毎
年
引
き
上
げ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
原
因
は
、
医
療
費
(
国
保
の
会

計
か
ら
病
院
な
ど
へ
支
払
う
お
金
)
の

伸
び
が
大
き
い
か
ら
で
す
。

医
療
費
の
一
人
当
た
り
の
額
を
見
る

と
、
一
般
分
が
約
十
万
四
千
円
、
退
職

被
保
険
者
分
が
約
十
八
万
三
千
円
と
な

っ
て
い
て
、
前
年
度
に
比
べ
て
平
均
で

六
・
三
%
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
保
健
対
象
者
(
七
十
歳

以
上
)
に
つ
い
て
は
、
一
人
当
た
り
約

四
十
七
万
五
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

五
・
五
%
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
保
税
は
一
人
当
た
り
四
万

五
千
百
十
円
で
、
医
療
費
全
体
に
占
め

る
割
合
は
三

0
・
一
%
で
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
や
む
を
得

ず
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
し
か
に
、
み
な
さ
ん
の
家
計
か
ら

支
払
わ
れ
る
国
保
税
の
負
担
が
重
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
医
療

費
が
毎
年
高
い
伸
び
率
で
推
移
す
れ
ば

保
険
税
も
必
然
的
に
高
く
な
り
、
家
計

に
及
ぼ
す
影
響
ち
ま
す
ま
す
大
き
く
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
で
も
こ
の
医
療
費
の
増

加
に
対
し
て
、
国
保
制
度
の
趣
旨
普
及

の
た
め
「
く
ら
し
と
国
保
」
を
配
布
、

ま
た
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
と

市
民
の
健
康
ゃ
つ
く
り
の
た
め
に
保
健
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
し
て
各
種
検
診
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
検
診
の
内
容
や
受
診
の
仕

方
に
つ
い
て
の
「
ヘ
ル
ス
フ
ォ
ー
カ
ス
」

や
医
療
費
の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
「
医
療
費
通
知
」
を
配
布
し
て
い
ま

ロ国

年度別医療費の伸び
(被保険者一人当たり)

般分

老人分

50万円

す。
国
に
対
し
て
は
、
国
庫
補
助
率
の
引

き
上
げ
な
ど
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
六
十
二
年
度
は
、
一
般

会
計
か
ら
三
千
五
百
万
円
の
繰
り
入
れ

を
し
て
、
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
緩
和

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
険
税
が
完
全
に
納
め
ら

れ
な
け
れ
ば
、
資
金
の
運
営
が
困
難
に

な
り
ま
す
の
で
、
納
税
に
は
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

診
療
を
受
け
る
と
き
は

61 60 59 

度年

30万円

20万円

10万円

医
療
費
の
増
加
を
抑
制
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
:
:
:
・
:
そ
れ
は
、

正
し
く
医
者
に
か
か
る
こ
と
が
一
番
で

す。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
し
で
く
だ
さ
い
。

V
医
者
を
次
々
に
は
し
ご
受
診
を
し
て
、

も
ら
っ
た
薬
は
飲
ま
な
い
よ
う
な
こ
と

で
は
、
医
療
費
の
ム
ダ
づ
か
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

V
医
者
よ
り
決
め
ら
れ
た
診
療
時
間
を

守
る
と
い
う
こ
と
。

時
間
外
は
、
医
者
に
迷
惑
を
か
け
る

ば
か
り
で
な
く
診
療
費
も
高
く
な
り
ま

す。V
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
行

っ
て
い
る
各
種
検
診
や
各
地
区
で
の
健

康
相
談
な
ど
を
大
い
に
利
用
し
て
、
病

気
の
早
期
発
見
、
健
康
の
保
持
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

6 ー
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大洲市役所

市立大洲病院

消防事務組合

広報

大
洲
市
役
所

採
用
予
定
人
員

。
事
務
職
員
七
人
程
度

。

栄

養

士

一

人

O
作

業

員

一

人

受
付
期
間
九
月
一
日

1
九
月
十
日

郵
送
の
場
合
は
、
昭
和
六
十
二
年
九

月
十
日
ま
で
の
消
印
有
効

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は

地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採
用
試
験

市
立
大
洲
病
院

昭和62年9月1白

採
用
予
定
人
員

。
助
産
婦
若
干
名

O
看
護
婦
若
干
名

応
募
資
格

①
日
本
国
語
を
有
し
、
地
方
公
蕃
曇

第
十
六
条
に
該
当
(
禁
治
産
者
な

ど
)
し
な
い
者

②
採
用
後
、
市
内
ま
た
は
市
立
大
洲

病
院
に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居
住

で
き
る
者

③
助
産
婦
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十

案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
長
公

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

告

0
8
9
3
⑪
2
1
1
1

内
線
2
2
1

消
防
事
務
組
合

次
の
よ
う
に
大
洲
地
区
広
域
消
防
事

務
組
合
消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
一
人

受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
心
身
と
も
に

強
健
な
男
子

七
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
助
産
婦
の
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
養
成
機
関
を
昭
和
六
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

④
看
護
婦
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十

二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
看
護
婦
の
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
養
成
機
関
を
昭
和
六
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

受
付
期
間
九
月
一
日

1
九
月
十
日

郵
送
の
場
合
は
、
昭
和
六
十
二
年
九

②
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
昭
和
六
十
三
年
三

月
高
校
卒
業
見
込
み
の
者

③
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
の
各
号

に
該
当
し
な
い
者

受
験
手
続
き

申
込
用
紙
を
大
洲
地
区
広
域
消
防
事

務
組
合
消
防
本
部
総
務
係
へ
請
求
し
て

九
月
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
地
区
回
覧
、
ま
た
は
大
洲

地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
へ
。

宮

0
8
9
3
⑪
2
6
6
5

月
十
日
ま
で
の
消
印
有
効

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳

し
く
は
地
区
回
覧
の
「
市
立
大
洲
病
院

採
用
試
験
案
内
L

を
ご
覧
い
た
だ
く
か

市
立
大
洲
病
院
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

0
8
9
3
⑫
2
1
5
1

わ
た
し
た
ち
の
健
康
や

生
活
を
守
る
た
め

わ
た
し
た
ち
が
医
者
に
か
か
っ
た
と

き
、
医
療
保
険
制
度
に
よ
っ
て
、
軽
い

負
担
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
で
い
ま
す
。

ま
た
、
年
を
と
っ
て
収
入
が
少
な
く

な
っ
た
と
き
、
厚
生
年
金
や
国
民
年
金

な
ど
の
制
度
に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
け

園田Eヨ長童話~-~正司掴圃・包括~ヨECヨ圃圃

給
付
費

-厚生年金受給者と負担者の関係

昭和85年度には、老人 l人を 3人で支える

ことになリます。

ー 7 ー

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
保
険
や
年
金
保
険

の
給
付
に
必
要
な
費
用
は
、
原
則
と
し

て
保
険
の
加
入
者
や
事
業
主
が
納
め
る

保
険
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
す
が
、
国

も
多
く
の
費
用
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
、
給
付
費

の
二
分
の
一
を
、
国
民
年
金
な
ど
の
場

合
は
三
分
の
一
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
生
活
保
護
制
度
、
老

人
ホ
l
ム
や
保
育
所
な
ど
の
た
め
に
税

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
健
康

や
生
活
を
守
る
た
め
の
費
用
を
「
社
会

保
障
関
係
費
し
と
い
い
、
今
年
度
は
一

般
会
計
予
算
の
約
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
る
十
兆
八
百
九
十
六
億
円
が
使
わ

れ
る
見
込
み
で
す
。



昭和62年9月1日

ー
ー
九
月
十
日
は

「
l

農
業
委
員
の
選
挙
投
票
日

大
洲
市
農
業
委
員
会
委
員
は
、
九
月

二
十
一
日
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
家
の
代
表
で
す
。

こ
ん
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

O
み
ん
な
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
く

れ
る
人

おおず広報

O
農
業
の
ご
と
を
よ
く
知
り
、
農
家

の
利
益
を
守
っ
て
く
れ
る
人

O
公
正
で
実
行
力
の
あ
る
人

選
挙
は
、
次
の
と
お
り
執
行
し
ま
す
。

①
投
票
日
九
月
十
日

②
告
一
五
日
九
月
三
日

③
立
候
補
受
付
日

九
月
三
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

④
選
挙
区
と
委
員
定
数

第

一

選

挙

区

(

大

洲

)

五

人

第
二
選
挙
反
(
平
野
、
南
久
米
)
て
一
人

第
三
選
挙
区
(
菅
田
、
大
川
)
四
人

国
連
は
、
今
年
を
国
際
居
住
年
と
定

め
、
二
十
-
世
紀
に
向
け
て
住
み
よ
い

住
宅
お
よ
び
居
住
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
く
契
機
の
年
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
わ
い
て
も
、
①
深
刻
な
居

住
問
題
を
抱
え
る
開
発
途
上
国
へ
の
援

助
、
②
殴
米
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
日
本

の
居
住
水
準
の
向
上
の
二
つ
を
目
標
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。こ
の
国
際
居
住
年
を
記
念
し
て
、
愛

媛
県
、
各
市
町
村
な
ど
が
、
次
の
よ
う

に
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
o

v
住
ま
い
の
夢

「
住
宅
フ
ェ
ア
・
え
ひ
め
」

九
月
十
八
日

1
二
十
日

第
四
選
挙
区
(
柳
沢
、
新
谷
)
四
人

第
五
選
挙
区
(
三
善
、
粟
津
、
上
須
戒
)
三
人

⑤
立
候
補
の
届
け
出
場
所

第
一
選
挙
区
市
選
挙
管
理
委
員
会

第
二
選
挙
区
市
選
挙
管
理
委
員
会

第
三
選
挙
区
菅
田
連
絡
所

第
四
選
挙
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

第
五
選
挙
区
八
多
喜
連
絡
所

⑥
立
候
補
の
届
け
出
方
法

郵
便
に
よ
る
こ
と
な
く
文
書
で
選
挙

長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

記
入
方
法
、
添
付
書
類
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
3
0

十
時

1
十
七
時

O
記
念
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

。
住
宅
関
連
設
備
機
器
の
展
一
一
小

O
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
チ
供
コ
ー

ナ
ー
な
ど

V
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

見
直
そ
う
「
く
ら
し
方
・
す
ま
い
方
L

九
月
十
八
日
十
時

1
ト
六
時
一
一
一
十
分

O
基
調
講
演
下
重
暁
子
(
元

N
H

K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)

O
記
念
講
演
ジ
ェ

l
ム
ス
三
木

(
脚
本
家
)

O
パ
、
不
ル
デ
イ
ス
カ

y
シ
ョ
ン

開
催
場
所
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

松
山
市
道
後
町

マイホーム賃金I~

年金住宅融資で

昭和62年度第2口受付中

利
用
で
き
る
人

現
在
、
厚
生
年
金
の
加
入
者
で
、
加

入
期
聞
が
三
年
以
上
あ
る
人
(
国
民
年

金
期
間
通
算
可
)

資
金
の
使
い
道

新
築
、
中
古
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

購
入
、
住
宅
改
良
な
ど
(
先
着
順
)

融
資
金
額

所
要
資
金
の
八
O
%
以
内
で
最
高
千

五
百
万
円

融
資
利
率

年
四
・
四
五
%
(
一
般
貸
付
)

受
付
期
間
九
月
三
十
日
ま
で
、
中
古

住
宅
、
増
築
改
良
は
常
時
受
け
付
け

詳
し
く
は
、
社
団
法
人
愛
媛
県
年
金

福
祉
協
会
宮
0
8
9
9
⑪
7
6
6
7

ま
た
は
各
金
融
機
関
へ
。

新
増
築
家
屋
を
調
査
し
ま
す

位

/
9
1
臼
/
1

税
務
課
か
ら

- 8 

今
年
新
築
、
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
固
定
資
産
評
価
の
た
め

に
実
地
調
査
を
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
滅
失
家
屋
(
と
り
ご
わ
し
た

家
な
ど
)
の
調
査
も
同
時
に
行
い
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
家
屋
の
あ
る
人
は
、

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
調
査
期
間

昭
和
六
十
二
年
九
月
中
旬
か
ら

昭
和
六
十
三
年
一
月
中
旬
ま
で

V
対
象
家
屋

昭
和
六
十
二
年
一
月
二
日
以
降
に

異
動
の
あ
っ
た
家
屋

詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
税
務
課
固

定
資
産
税
係
ま
で

告

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
5
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昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か
ら
改
正
国

籍
法
が
施
行
さ
れ
、
日
本
人
の
子
で
一

定
の
条
件
を
備
え
た
外
国
人
は
、
法
務

大
臣
へ
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本

の
国
籍
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
届
け
出
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍

を
取
得
で
き
る
場
合
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
改
正
国
籍
法
施

行
前
に
外
国
人
父
と
日
本
人
母
と
の
聞

に
生
ま
れ
た
子
の
国
籍
取
得
の
届
け
出

は
、
特
に
改
正
国
籍
法
の
施
行
日
か
ら

三
年
以
内
(
本
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
)
に
限
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
わ
り
、
提
出
の
期
限
が
迫

っ
て
い
ま
す
。

届
け
出
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
早

目
に
お
近
く
の
法
務
局
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

国
籍
を
取
得
で
き
る
条
件
、
必
要
な

添
付
書
類
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

条

件
山
昭
和
四
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五

十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
こ
と

間
日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
こ

シ」mw出
生
の
時
に
母
が
日
本
国
民
で
あ
っ

た
こ
と

山
間
母
が
現
に
(
ま
た
は
死
亡
の
時
に
)

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

添
付
書
類

川
出
生
届
の
記
載
事
項
証
明
書
、
出
生

証
明
書
、
分
娩
の
事
実
を
記
載
し
た
母

子
健
康
手
帳
な
ど

間
日
本
の
国
籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

人
の
出
生
時
か
ら
現
在
ま
で
の
母
の
戸

(
除
)
籍
謄
本
(
母
が
死
亡
し
て
い
る

と
き
は
そ
の
死
亡
時
ま
で
の
も
の
)

間
外
国
の
方
式
に
よ
り
父
母
が
婚
姻
し
、

そ
の
婚
姻
が
母
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
婚
姻
を
証
す
る
書
面

国
籍
取
得
の
届
け
出
に
は
、
国
籍
の

取
得
を
し
よ
う
と
す
る
人
の
住
所
地
を
円

管
轄
す
る
法
務
局
・
地
方
法
務
局
ま
た
中

は
そ
の
支
局
に
こ
れ
ら
の
書
類
を
届
書
中

と
と
も
に
提
出
し
ま
す
が
、
日
本
の
圏
一

籍
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人
が
十
五
歳
明

以
上
の
と
き
は
本
人
が
、
十
五
歳
未
満
点

の
と
き
は
親
権
者
、
後
見
人
な
ど
の
法
門

定
代
理
人
が
自
ら
法
務
局
に
出
頭
し
な
{
一
人
の
障
害
の
あ
る
人
が
、
歩
道
を

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

{

渡

れ

な

い

で

困

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

を

な
わ
、
届
け
出
を
す
る
際
は
、
次
の
~
見
た
多
く
の
人
は
、
で
き
れ
ば
子
を
貸

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

①
国
籍
取
得
の
届
け
出
に
よ
っ
て
日
本
一
一
番
目
の
人
は
、
障
害
者
を
助
け
た

の
国
籍
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
叩
く
、
予
を
貸
し
ま
す
。

っ
て
現
在
有
し
て
い
る
外
国
の
国
籍
を
千
二
番
目
の
人
は
、
障
害
者
を
助
け
る

そ
の
国
の
法
律
に
よ
り
失
う
場
合
が
あ
日
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
囲
か
ら
ほ
め
ら
れ

り
ま
す
(
例
え
ば
韓
国
な
ど
)
0

戸
白
分
の
生
活
維
持
に
有
利
に
な
る
こ
と

②
法
務
局
で
届
け
出
が
受
け
付
け
ら
れ
一
を
見
越
し
て
、
手
を
貸
し
ま
す
。

た
後
は
、
届
け
出
を
取
り
下
げ
る
こ
と
百
三
番
目
の
人
は
、
二
番
目
の
人
の
よ

は

で

き

ま

せ

ん

。

問

う

に

、

特

別

な

意

識

で

し

て

い

る

と

人

③
届
け
出
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を
取
~
に
思
わ
れ
た
く
な
い
の
で
、
子
を
貸
す

得
し
た
と
き
は
、
法
律
で
定
ま
る
日
本
日
こ
と
を
た
め
ら
い
ま
す
。

人
で
あ
る
父
ま
た
は
母
な
ど
の
氏
を
称
日
障
害
者
が
ほ
し
い
の
は
、
も
ち
ろ
ん

し
、
そ
の
戸
籍
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
平
一
番
目
の
人
の
手
で
す
。
と
こ
ろ
が
日

す

。

ザ

本

で

は

、

二

番

目

と

三

番

目

に

あ

た

る

④
届
け
出
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を
取
一
人
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
障
害

得
し
た
と
き
は
、
戸
籍
を
作
る
た
め
戸
市
者
に
と
っ
て
は
、
日
本
は
住
み
に
く
い

籍
の
届
け
出
を
市
区
町
村
長
に
し
な
け
市
国
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

戸

地

域

改

善

対

策

協

議

会

長

磯

村

英

一

⑤
届
け
出
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を
取
市
先
生
の
著
書
の
中
に
、
米
国
へ
行
く
こ

得
し
た
こ
と
に
よ
り
重
国
籍
と
な
っ
た
~
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
障
害
者
の
こ

人
は
、
法
律
の
定
め
る
期
限
ま
で
に
い
一
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

ず
れ
か
の
国
籍
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
日
米
国
で
は
、
障
害
者
が
困
っ
て
い
る

り

ま

せ

ん

。

日

と

、

み

ん

な

が

競

う

よ

う

に

し

て

助

け

詳
し
く
は
、
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
日
ま
す
。
そ
し
て
誰
も
、
特
別
な
慈
善
事

支
局
へ
畳
一
ω
4
1
5
5

日
業
を
し
た
よ
う
な
顔
を
し
ま
せ
ん
。
そ

No.l06 

障
害
者
と
人
権

人
権
と
同
和
教
育

れ
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
こ
で
は
、
障
害
者
は
「
特

別
な
人
L

と
見
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
気

安
さ
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

あ
る
団
体
が
「
施
設
慰
問
し
と
称
し

て
、
子
土
産
を
持
っ
て
障
害
者
の
施
設

を
訪
ね
ま
し
た
。
慰
問
の
あ
と
、
そ
の

団
体
の
食
事
の
時
の
話
題
は
、
施
設
入

居
者
の
こ
と
で
も
ち
き
り
で
し
た
。
内

容
は
、
入
居
者
が
い
か
に
劣
っ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
言
葉
、
ふ
る

ま
い
な
ど
を
挙
げ
で
、
お
も
し
ろ
お
か

し
く
話
す
の
で
す
。

は
た
し
て
障
害
者
は
、
そ
の
よ
う
な

「
慰
問
L

を
望
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
。

障
害
者
は
見
せ
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

身
体
に
障
害
が
あ
る
入
、
例
え
ば
目

耳
の
不
自
由
な
人
、
ま
た
発
音
や
歩
行

に
支
障
が
あ
る
人
を
、
か
ら
か
い
半
分

に
差
別
用
語
で
呼
ぶ
こ
と
は
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

同
和
教
育
が
進
展
し
、
そ
れ
ら
の
差
別

発
言
が
、
い
か
に
当
人
た
ち
を
苦
し
め

る
か
と
い
う
こ
と
を
、
み
ん
な
が
理
解

し
て
来
た
た
め
で
す
。

障
害
を
も
つ
こ
と
は
不
自
由
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
そ
れ
を
、
特
別
な
欠
陥

者
、
落
後
者
と
見
る
こ
と
は
大
変
な
誤

り
で
す
。

障
害
者
に
対
す
る
、
正
し
い
「
理
解

者
」
と
な
り
た
い
も
の
で
す
。
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日m⑪
8白

お
よ
そ
四
十
年
ぶ
り

訪

問

No.75 

山
と
雪
に
は
ピ
ッ
ク
リ

満
井
順
子
さ
ん
(
東
大
洲
・
羽
歳

奥

さ

ん

サ v
ト?中
ウ車電
キの
ピ 4左
の警交
産町
士mの
で生
すま
。オ1
2中で、
〆縄す

おおず広報

は
中
学
生
の
と
き
ま
で
い
て
、
高
校
生

の
と
き
に
は
、
大
阪
に
住
ん
で
い
ま
し

た。V
主
人
(
一
郎
さ
ん
)
の
呈
は
、
蔵
川

で
す
が
、
初
め
て
い
っ
た
と
き
は
、
す

ご
い
山
な
の
で
驚
き
ま
し
た
。
沖
縄
に

は
、
高
い
山
が
な
い
の
で
、
特
に
驚
い

た
の
で
す
が
、
冬
に
な
っ
て
雪
が
す
ご

く
積
も
る
の
に
は
、
ま
た
ピ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。

亨
大
洲
は
、
交
通
の
便
が
悪
い
の
で
、

車
の
免
許
が
な
い
と
、
生
活
が
不
便

で
す
ね
。
ま
た
霧
が
深
い
の
で
、
天

気
が
分
か
り
に
く
く
て
困
り
ま
す
o

v
沖
縄
で
は
、
花
火
大
会
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
の
で
、
大
洲
の
花
火
大
会

は
毎
年
見
に
い
っ
て
い
ま
す
。

γ言
葉
の
面
で
は
、
特
に
不
自
由
な

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
来
た

こ
ろ
は
、
「
ボ
!
」
(
男
の
子
)
や

「
ピ
!
」
(
女
の
子
)
な
ど
の
言
葉

が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

V
子
供
は
、
沙
也
香
(
九
歳
・
小
四
)

と
愛
(
四
歳
・
保
育
所
)
の
二
人
で

す
が
、
素
直
で
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

近
江
聖
人
と
呼
ば
れ
、
大
洲
に
ゆ
か

り
の
深
い
陽
明
学
者
中
江
藤
樹
、
そ
の

藤
樹
先
生
を
大
洲
市
民
に
と
っ
て
も
っ

と
身
近
な
存
在
に
す
る
た
め
に
と
「
藤

樹
ま
つ
り
」
を
約
四
十
年
ぶ
り
に
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
正
十
五
年
四
月
、
当
時
の
大
洲
町

長
が
、
「
A
7
年
か
ら
毎
年
藤
樹
祭
を
行

う
」
こ
と
を
決
め
、
毎
年
聞
か
れ
て
い

た
も
の
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期

ご
ろ
に
中
止
、
そ
れ
以
後
は
藤
樹
ま
つ

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
大
洲
藤
樹
会
が
昭
和
五
十

七
年
に
十
周
年
を
迎
え
た
と
き
に
「
も

っ
と
藤
樹
先
生
を
身
近
か
な
も
の
に
す

る
活
動
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
L

と

い
う
意
見
が
で
て
、
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
昨
年
七
月
に
「
藤
樹
ま
つ
り
促
進

委
員
会
」
が
藤
樹
会
内
部
に
結
成
さ
れ
、

実
現
に
向
け
て
運
動
を
開
始
し
て
い
ま

し
た
。各
団
体
も
協
力
を
約
束
、
今
年
の
一

月
に
藤
樹
ま
つ
り
実
行
委
員
会
(
米
津

忠
重
会
長
)
が
結
成
さ
れ
、
今
年
の
秋

に
藤
樹
ま
つ
り
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

藤
樹
ま
つ
り
に
は
、
次
の
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
六
、
七
日
大
洲
高
校
藤
樹

祭
(
仮
装
行
列
、
体
育
祭
な
ど
)

十
月
三
十
一
日
(
土
)
市
内
パ
レ
ー

ド
、
記
念
式
典
、
小
、
中
、
高
作
品
展

十
一
月
一
日
(
日
)
音
楽
会
、
藤
樹

関
係
書
籍
展
、
藤
樹
史
跡
め
ぐ
り

十
一
月
二
日

1
四
日
文
化
展
な
ど

新
刊
図
書
案
内

愛

媛

の

舗

装

愛

媛

舗

装

協

会

八
幡
浜
市
誌
八
幡
浜
市
誌
編
纂
会

愛
媛
県
史
愛
媛
県
史
編
纂
委
員
会

近
世
下
社
会
経
済
4
・6

地
誌

(
資
料
編
)

近
・
現
代
1
・
4
社
会
経
済

日

本

人

の

死

霊

観

武

田

明

著

み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
著

本
田
宗
一
郎
男
の
幸
福
論梶
原
一
明
著

史

記

の

世

界

増

井

経

夫

著

日
本
型
福
祉
社
会
丸
尾
直
美
著

現
代
日
本
の
家
族
問
題
湯
沢
薙
彦
著

地

球

は

青

か

っ

た

平

田

寛

著

み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い

山
崎
万
里
著

ホ

ー

ム

ズ

の

車

荒

川

洋

治

著

わ
た
し
の
脇
役
人
生
沢
村
貞
子
著

サ

ラ

ダ

記

念

日

俵

万

智

著

霧
の
会
議
上
・
下
松
本
清
張
著

聖
徳
太
子
上
・
下
黒
岩
重
吾
著

別

れ

ぬ

理

由

渡

辺

淳

一

著

柳
生
兵
庫
助
一

1
四

津

本

陽

著

一
休
さ
ん
の
道
川
口
松
太
郎
著

嫌

妻

権

田

辺

聖

子

著

仏

陀

を

買

う

近

藤

紘

一

著

こ
の
悲
し
み
の
世
に
曽
野
綾
子
著

黄

土

の

狼

伊

藤

桂

一

著

江

戸

を

駆

け

る

神

坂

次

郎

著

一
年
遅
れ
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
ベ
ル

戸
沢
ひ
と
み
著

図

書

館

- 10 



おおず
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広報

併Wぞ

h
p
熱
戦
を
展
開
大
洲
喜
多
剣
道
優
勝
大
会

第
却
回
大
洲
喜
多
剣
道
優
勝
大
会
が
七
月
十
ム
一
日
、
平
野
運
動
公
園
体
育
館
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
大
洲
、
八
幡
浜
、
松
山
な
ど
県
内
各
地
か
ら
約
八
一
白
人
の
選
手

が
参
加
、
六
部
門
に
分
か
れ
て
腕
を
競
い
ま
し
た
。

昭和62年9月1日

ザ経現れいで
企国際化の時代英会話を学ぼう
7月23日、大洲市立中央公民館で「楽しい英会

話教室」が開講されました。(同公民館主催)
国際化の時代を迎えて、大川、lに来る外国人に英
語で道案内ができればと昨年に続いて開かれたも

ので、 76歳の河野光さん(新谷)など24入が参加、
講師の高瀬古孝さんとさっそく英会話に取り組ん
でいました。

利本ヨ寺
ズ町、f子

戸五斗.Q，

U@J)] 

ふ
る
さ
と
を
き
れ
い
に
市
内
一
斉
清
掃

七
月
十
九
日
、
二
十
六
日
に
郷
土
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
一
斉
清

掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
田
市
長
も
各
地
域
を
巡
回
し
な
が
ら
市
民
の
先
頭
に
立
っ
て
清
掃
活
動
に

励
み
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
十
三
日
に
は
大
洲
農
業
高
等
学
校
、
大
洲
高
等
学
校
の
生
徒
約

千
五
百
人
が
、
七
月
二
十
五
日
に
は
伊
予
銀
行
、
愛
媛
舗
道
職
員
約
六
十
人
が

緑
地
公
園
、
久
米
川
提
防
な
ど
の
清
掃
奉
仕
を
し
ま
し
た
。

大洲農業高校7/13 
企音と光のレーザーショー

(水天宮大祭〉
7月21日、大ii'/'[水天宮大祭が如法
寺河原で聞かれ、約 1万人の観客が、

レーザ光線ショーを楽しみました

今年は、今までの花火のかわりに

新富士橋にスクリーン(縦20m、横
40m) をつり下げ、レーザ光線を
投射、さまざまな模様を描き出して

見物客の白を楽しませていました。

また臥龍太鼓、松尾獅子なども披

露され、森田バレエ団、生バンドな

どとともに祭りを一層盛り上げてい
ました。

伊予銀行と愛媛舗道7/25 

7月末までの
大洲市内の交通事故

一 11

現7月末在 昨年同期

イ牛 主文 1 1 8 150 

負傷者 1 5 3 189 

死者 l 2 



昭和62年9月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

9
月
1
日
(
火
)
昭
和
白
年
4
月
生
※

9
月
8
日
(
火
)
昭
和
白
年
1
月
生

9
月
刊
日
(
木
)
昭
和
白
年
2
月
生
※

9
月
お
日
(
火
)
昭
和
白
年
目
月
生
※

9
月
却
日
(
火
)
昭
和
印
年
8
月
生

※
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
チ
健
康
子
帳

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

9
月
3
日
(
木
)

9
月
4
日
(
金
)

9
月
口

H
(
木
)

場

所

南
久
米
連
絡
所

南
久
米
連
絡
所

蔵
川
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー

広報

9
月
お
日
(
金
)
大
川
連
絡
所

9
月
白
日
(
火
)
徳
森
城
集
会
所

受
付
時
間
9
時
却
分

1
日
時

日
時

1
日
時

無
料

検
診
料EI3 

同

カ官、

ん

検

吾4ト
ロY

9
月
6
日

(
日
)

9
月
日
日
(
日
)

9
月
日
日

(
火
)

9
月
初
日
(
日
)

9
月
お
日

(
水
)

9
月
幻
日

藤
本
外
科
(
中
町
二
)

宮
⑫
2
3
1
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮

(
ω
6
8
0
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮

(
ω
2
2
6
2

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮

(
ω
2
1
5
1

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
二

宮
⑫
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

石
田
産
婦
人
科
(
志
保
町
)

宮
⑫
2
3
4
7

加
戸
病
院
(
若
宮
)

宮
⑪
5
1
0
1

清
水
内
科
(
志
保
町
)

日

宮
⑪
2
0
1
7

大
洲
中
央
病
院

告

(
ω
4
5
5
1

実

施

日

場

所

9
月
口
日
(
木
)
菅
回
連
絡
所

9
月
日
日
(
金
)
菅
回
連
絡
所

9
月
目
日
(
月
)
南
予
被
服

受
付
時
間

8
時
1
日
時

料

金

9
0
0
円

婦

人

が

ん

検

診

実

施

日

場

所

9
月
幻
日
(
月
)
南
予
被
服

9
月
初
日
(
水
)
新
谷
連
絡
所

受
付
時
間
日
時
l
H
時

子
宮
が
ん
検
診

7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

一二
一、り一
一n
H
U

一

ムヌ一
示ぬ一
示
ω
一

孟
山
一
孟
献
一

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
3
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
却
八
刀

i
ロ
時

加

戸

病

院

日

時

i
H
時
加
分

喜
多
医
師
会
病
院
日
時
i
M
時
却
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

9
月
日
日
(
水

9
月
初
日
(
ぷ

内

容

成
人
歯
科
相
談

乳
幼
児
歯
科
相
談

相談ごと案内
しミずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 9月 8日 10日寺一15日寺

9月21日ク

ところ 市役所別館 3階会議室

惨人権相談

と き 9月21日 13時一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 9月 7日 13日寺一16日寺

とごろ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 9月 1日、 10日、 25日

13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

修行政相談

とき 9 月 18 日 9 時~12時

ところ 市役所 1階会議室

急、ぐ時はE⑪ 3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

とき 9月21日 10時一16時

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

険医師・栄養士による健康相談

と き 9月24日 13日寺 ~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

とごろ 大洲隣保館B⑫ 6100

大洲福祉会館fi'@0947

砂不動産無料相談

と き 9月15日 9 H与一16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエ夕、、花自 2階、常磐町 4

おおず

の納税月~ "7 

(第2期)国民健康保険税

納期は9月30日

12 

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

画

一

『

H
U

一

一--=ロ二

広
報
を
つ
く
っ
て
い
る
と
、
月
初
め

か
ら
月
末
に
か
け
て
、
ド
ン
ド
ン
気
分

が
下
降
す
る
よ
う
で
す
。

原
稿
を
印
刷
所
に
持
っ
て
い
っ
た
直

後
は
、
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と

ま
で
思
う
気
分
で
す
が
、
月
末
に
な
っ

て
締
め
切
り
日
が
近
づ
く
と
「
こ
ん
な

こ
と
な
ら
生
ま
れ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
か

っ
た
し
と
ブ
ツ
ブ
ツ
ひ
と
り
言
を
一
言
っ

て
い
ま
す
。

(
S
)
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